
シスコネットワーキングデバイスの基本

設定の概要

Cisco IOSソフトウェアでは、Cisco IOSベースのネットワーキングデバイスの設定を単純化す
るために、自動インストールとセットアップモードの2つの機能が提供されています。自動イ
ンストールを使用すると、デバイスコンフィギュレーションファイルを離れた場所から自動

的にロードし、それを使用して複数のデバイスを同時に設定できます。セットアップは、シス

テムの基本（スタートアップとも呼びます）設定をガイドする対話型の Cisco IOSソフトウェ
アコマンドラインインターフェイス（CLI）モードですが、一度に設定できるのは 1台のデバ
イスに制限されます。自動インストールは、設定するデバイスに対する自動的なプロセスです

が、セットアップは設定するデバイスに対する手動のプロセスです。

このモジュールは各機能について紹介し、機能を詳細に説明するモジュールを示し、その使用

方法について説明します。

初期設定という用語とスタートアップコンフィギュレーションという用語は、同じ意味で使用

されます。

•シスコネットワーキングデバイスの基本設定における前提条件（1ページ）
•シスコネットワーキングデバイスの基本設定における制約事項（3ページ）
•シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する情報（3ページ）
•次の作業（5ページ）
•その他の参考資料（5ページ）
•シスコネットワーキングデバイスの基本設定概要の機能情報（6ページ）

シスコネットワーキングデバイスの基本設定における前

提条件

Cisco IOS自動インストールの前提条件

•「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定」
モジュールは、Cisco IOSRelease 12.4(1)以降が動作するネットワーキングデバイス向けに
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書かれています。しかし、このマニュアルのほとんどの情報は、自動インストールをサ

ポートしている、Cisco IOS release 12.4(1)以降が動作していないネットワーキングデバイ
スに対して使用できます。念頭に置くべき主な違いは次の 2つです。

•一部のシスコネットワーキングデバイスは、DHCPの代わりにBOOTPを使用して、
LANインターフェイス上で IPアドレスを要求します。DHCPサーバーで BOOTPの
サポートを有効にすることで、この問題が解決されます。

•一部のシスコネットワーキングデバイスでは、DHCPクライアント IDの形式が、
Cisco IOS release 12.4(1)以降が動作するネットワーキングデバイスのものと異なりま
す。このマニュアルでは、Cisco IOS release 12.4(1)以降が動作するネットワーキング
デバイスで使用されている DHCPクライアント ID形式についてだけ説明します。現
在のシスコネットワーキングデバイスが使用しているDHCPクライアント IDの形式
を特定するには、「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイス

のリモートでの設定」モジュールの「自動的な DHCPクライアント IDの特定」のセ
クションを参照してください

•自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバイス上のNVRAMにコンフィ
ギュレーションファイルが存在しないこと。

•自動インストールを使用してネットワーキングデバイス上にロードするコンフィギュレー
ションファイルが、ネットワークに接続されているTFTPサーバー上にあること。ほとん
どの場合、ファイルは複数あります。たとえば、IPからホスト名へのマッピングが格納さ
れたネットワークファイルと、デバイス固有のコンフィギュレーションファイルです。

•自動インストールを使用して設定するネットワーキングデバイスをネットワークに接続し
て電源を投入するために、リモートサイトに誰かがいること。

•自動インストールプロセス中にネットワーキングデバイスがTFTPサーバーからコンフィ
ギュレーションファイルをロードできるように、ネットワークで IP接続が可能であるこ
と。

• LAN接続経由で自動インストールを使用してネットワーキングデバイスに IPアドレスを
付与するため、ネットワーク上で DHCPサーバーが利用できること。

Cisco IOSセットアップモードの前提条件

•設定するデバイスのコンソールポートに端末が接続されていること。

•設定するインターフェイスがわかっていること。

•有効にするルーティングプロトコルがわかっていること。

ルーティングプロトコルの詳細については、『Cisco IOS IP Routing Protocols Configuration
Guide』を参照してください。

•設定するデバイスがブリッジングを実行するかどうかがわかっていること。

•設定するデバイスにプロトコル変換がインストールされているかどうかがわかっているこ
と。

•設定するプロトコルのネットワークアドレスがわかっていること。
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ネットワークアドレスについては、『Cisco IOS IP Addressing Services Configuration Guide』を
参照してください。

•ネットワーク環境のパスワード方針が決まっていること。

パスワードとデバイスセキュリティの詳細については、『Cisco IOSSecurityConfigurationGuide』
の「Configuring Security with Passwords, Privilege Levels, and Login User names for CLI Sessions on
Networking Devices」を参照してください。

•設定する製品のマニュアルが手元にあるか、アクセスできること。

シスコネットワーキングデバイスの基本設定における制

約事項
Cisco IOS自動インストールの制約事項

•（シリアルインターフェイスだけ）HDLCまたはフレームリレーを使用したシリアルイ
ンターフェイスでは、新しいデバイスの最初のシリアルポート（シリアルインターフェ

イス 0またはシリアルインターフェイス x/0）上だけで自動インストールを実行できま
す。

•（LANインターフェイスだけ）物理的なジャンパを使用してリング速度を設定した LAN
トークンリングインターフェイスだけで自動インストールがサポートされます。

Cisco IOSセットアップモードの制約事項

•セットアップモードはハードウェア依存です。設定する製品のマニュアルに記載されてい
る手順に従う必要があります。

•一部のコンフィギュレーションパラメータは、ネットワーキングデバイスにプロトコル
変換オプションがインストールされている場合にだけ適用されます。デバイスにプロトコ

ル変換オプションがインストールされていない場合、これらのパラメータに対するプロン

プトは表示されません。

シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する情

報
基本設定を使用してネットワーキングデバイスを設定する前に、次の概念について理解し、要

件に基づいて、自動インストールとセットアップモードのどちらが最適な方法なのかを判断す

る必要があります。
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Cisco IOS自動インストールと Cisco IOSセットアップモードの比較
Cisco IOS自動インストールを使用すると、デバイスコンフィギュレーションファイルを離れ
た場所から自動的にロードし、それを使用して複数のデバイスを同時に設定できます。セット

アップは、システムの基本（スタートアップとも呼びます）設定をガイドする対話型の Cisco
IOSソフトウェア CLIモードですが、一度に設定できるのは 1台のデバイスに制限されます。
自動インストールは自動プロセスで、セットアップは手動プロセスです。

Cisco IOS自動インストール
自動インストールは、中央のロケーションからリモートネットワーキングデバイスの設定を

可能にする Cisco IOSソフトウェア機能です。コンフィギュレーションファイルは、セット
アップのために自動インストールを使用しているデバイスからアクセスできる TFTPサーバー
に保存する必要があります。

自動インストールは、LAN、ハイレベルデータリンクコントロール（HDLC）カプセル化を
使用したシリアルインターフェイス、WAN用のフレームリレーカプセル化を使用したシリ
アルインターフェイス、およびWIC-1-DSU-T1v2カード（他の T1E1カードでは自動インス
トールはサポートされていません）に対し、イーサネット、トークンリング、FDDIインター
フェイス上でサポートされています。

自動インストールは、リモートサイトでの設置の中央での管理を容易にするように設計されて

います。自動インストールプロセスは、Cisco IOSソフトウェアベースのデバイスの電源をオ
ンにし、NVRAMに有効なコンフィギュレーションファイルがない場合に開始されます。ネッ
トワーキングデバイスに Ciscoルータと Security Device Manager（SDM）または Cisco Network
Assistantがすでにインストールされている場合には、自動インストールは開始されません。こ
の場合、自動インストールを有効にするには、SDMを無効にする必要があります。

『Using AutoInstall to Remotely Configure Cisco Networking Devices』モジュールでは、AutoInstall
の動作、SDMを無効にする方法、AutoInstallを使用するようにデバイスを設定する方法が説明
されています。

Cisco IOSセットアップモード
Cisco IOSセットアップモードを使用すると、Cisco IOS CLIまたはシステム設定ダイアログを
使用して初期設定ファイルを作成できます。初期設定手順がダイアログに表示されるため、シ

スコの製品やCLIに慣れておらず、CLIによって提供される詳細なレベルでの設定変更が不要
な場合に便利です。

セットアップは、デバイスのNVRAMにコンフィギュレーションファイルがなく、CiscoSDM
を使用するように工場で事前設定されていない場合に開始されます。セットアップが完了する

と、システム設定ダイアログが表示されます。ダイアログに従ってデバイスとネットワークに

関する基本的な情報を入力することで初期設定が行われ、初期設定ファイルが作成されます。

ファイルが作成された後、CLIを使用して追加の設定を行うことができます。

『Using SetupMode to Configure a Cisco Networking Device』では、セットアップを使用して基本
設定を作成する方法と、設定を変更する方法について説明しています。
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次の作業
「自動インストールを使用したシスコのネットワーキングデバイスのリモートでの設定」モ

ジュールまたは「セットアップモードを使用したシスコネットワーキングデバイスの設定」

モジュールに進んでください。

その他の参考資料
このセクションでは、シスコネットワーキングデバイスの基本設定に関する参考資料につい

て説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Command

Reference』

設定の基本的なコマンド

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Using AutoInstall to Remotely Configure
Cisco Networking Devices」モジュール

Cisco IOSソフトウェアの自動インストー
ル機能を使用した初めてのネットワーキ

ングデバイスの設定

『Cisco IOS Configuration Fundamentals Configuration
Guide』の「Using Setup Mode to Configure a Cisco
Networking Device」モジュール

Cisco IOSセットアップモードを使用し
たネットワーキングデバイスの設定
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライ

ンリソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報

を入手するために、Cisco Notification Service
（FieldNoticeからアクセス）、Cisco Technical
Services Newsletter、Really Simple Syndication
（RSS）フィードなどの各種サービスに加入
できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよび
パスワードが必要です。

シスコネットワーキングデバイスの基本設定概要の機能

情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検

索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1 :概要：シスコネットワーキングデバイスの基本設定の機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOSソフトウェアでは、Cisco IOSベースのネットワーキ
ングデバイスの設定を単純化するために、自動インストールと

セットアップモードの 2つの機能が提供されています。自動イ
ンストールを使用すると、デバイスコンフィギュレーション

ファイルを離れた場所から自動的にロードし、それを使用して

複数のデバイスを同時に設定できます。セットアップは、シス

テムの基本（スタートアップとも呼びます）設定をガイドする

対話型の Cisco IOSソフトウェアコマンドラインインターフェ
イス（CLI）モードですが、一度に設定できるのは1台のデバイ
スに制限されます。自動インストールは、設定するデバイスに

対する自動的なプロセスですが、セットアップは設定するデバ

イスに対する手動のプロセスです。

12.4(3)概要：シスコ

ネットワーキング

デバイスの基本設

定

シスコネットワーキングデバイスの基本設定の概要

7

シスコネットワーキングデバイスの基本設定の概要

シスコネットワーキングデバイスの基本設定概要の機能情報



シスコネットワーキングデバイスの基本設定の概要

8

シスコネットワーキングデバイスの基本設定の概要

シスコネットワーキングデバイスの基本設定概要の機能情報



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


